
スタンプカードアプリとは？導入メリットと紙からの移行・活用のコツ 
 
「紙のスタンプカードを配布しているけど、持参率が低い」「カードの印刷コストが負担になっている」「貯まったス
タンプのデータを集客に活かしたい」——こうした悩みを持つ店舗が増えています。 
 
スタンプカードアプリとは、従来の紙のスタンプカードをスマートフォンに置き換えたデジタルツールです。来店時
にQRコードを読み取るだけでスタンプが付与され、特典と交換できる仕組みは紙と同じですが、印刷コストゼ
ロ・紛失リスクなし・顧客データの自動蓄積という大きな違いがあります。 
 
総務省の「令和6年通信利用動向調査」によると、個人のスマートフォン保有率は78.9%に達しています。ほとん
どのお客様がスマートフォンを持ち歩く時代において、紙のカードからアプリへの移行は自然な流れと言えるで
しょう。 
 
この記事では、スタンプカードアプリの基本的な仕組みから紙との違い、導入メリット・デメリット、紙からの移行
方法、そして集客効果を高める活用のコツまでを体系的にまとめました。以下の表で、気になる項目にすぐアク
セスできます。 
 
確認したいポイント 結論 詳細 
スタンプカードアプリとは？ 紙のスタンプカードをデジタル化 スマートフォンでスタンプを貯め

て特典を受けられる仕組みで、
紙に代わる手段です。 

紙のスタンプカードとの違いは？ コスト・持参率・データ活用で差 印刷費ゼロ・紛失リスクなし・顧
客データの自動蓄積など複数の
面で優位です。 

導入するメリットは？ リピート率向上とコスト削減 プッシュ通知やクーポンとの連携
で再来店を促進でき、印刷・管理
コストも削減します。 

デメリットや注意点は？ アプリDLのハードルと運用負荷 お客様にアプリをダウンロードし
てもらう必要があり、運用体制の
整備も求められます。 

どんな機能がある？ スタンプ付与・通知・分析など多
彩 

QR読み取りでスタンプ付与、プッ
シュ通知、クーポン配信、来店
データ分析などが可能です。 

紙から移行するコツは？ 併用期間を設けて段階的に移行 一気に切り替えず、紙とアプリを
併用する期間を設けてお客様を
慣らしていきます。 

アプリ選びのポイントは？ 費用・機能・客層で比較検討 初期費用や月額料金、必要な機
能、自店の客層との相性を確認
して選びましょう。 

集客効果を高める活用法は？ クーポン連携と特典設計がカギ スタンプ特典とクーポンを組み合
わせ、来店サイクルを生む仕組
みを作ります。 

 
この記事でわかること 
・ スタンプカードアプリの仕組みと紙カードとの違いがわかる 
・ 導入メリット・デメリットを事前に把握できる 
・ アプリの主要機能と選び方のポイントを理解できる 
・ 紙からアプリへスムーズに移行する手順がわかる 
・ 集客効果を最大化する特典設計と活用のコツを学べる 
 

＼ スタンプカードをアプリで始めませんか？ ／ 
スタンプ・クーポン・ポイント・プッシュ通知まで、 

店舗アプリひとつでリピーター施策をまとめて運用できます。 
【無料】店舗アプリDX版の資料をダウンロードする 

 

https://tenpoapp.com/download/


スタンプカードアプリとは？基本の仕組み 
 
スタンプカードアプリとは、紙のスタンプカードの機能をスマートフォンアプリ上で再現したデジタルツールです。
お客様が来店するたびに、レジに設置されたQRコードを読み取る、あるいはスタッフが操作することでデジタル
スタンプが付与され、一定数貯まると特典を受けられます。 
 
紙のスタンプカードと基本的な仕組みは同じですが、アプリならではの機能として、プッシュ通知による来店促
進、クーポンの自動配信、来店データの蓄積・分析などが加わります。単に「スタンプを貯める」だけのツールで
はなく、リピーター獲得のための統合的な集客ツールとして活用できるのが特徴です。 
 
導入方法は大きく分けて3つあります。1つ目は店舗専用のアプリを開発する方法、2つ目はスタンプカード機能
を提供するプラットフォームを利用する方法、3つ目はLINE公式アカウントのショップカード機能を使う方法で
す。それぞれ費用や機能の幅が異なるため、自店の規模や目的に合った方法を選ぶことが大切です。 
 
▶ 関連記事：紙のスタンプカードをアプリにする際の注意点！計画の立て方や移行の仕方を解説 
 

紙のスタンプカードとアプリの違い 
 
紙のスタンプカードとアプリでは、コスト・利便性・データ活用の3つの観点で大きな違いがあります。それぞれの
特徴を理解し、自店に最適な選択をしましょう。 
 

コスト面の違い 
 
紙のスタンプカードは印刷費用が継続的に発生します。デザイン変更やキャンペーンごとの刷り直しも含める
と、年間で数万〜数十万円のコストになることもあります。アプリならカード自体の発行コストはゼロで、デザイン
変更もシステム上で即座に対応できます。 
 
ただし、アプリには月額利用料やシステムの初期費用が発生する場合があります。無料プランを提供するサー
ビスもありますが、機能が限定されることが多いため、自店の目的に応じて費用対効果を比較することが重要で
す。 
 

持参率・利用率の違い 
 
紙のスタンプカードは「持ってくるのを忘れた」「財布の中で見つからない」というケースが頻繁に起こります。持
参率が低下すると、せっかくの特典施策が機能しません。 
 
アプリならお客様のスマートフォンが常にカード代わりになるため、持参率の問題がほぼ解消されます。さらに、
スタンプの残り枚数がアプリ上で常に確認できるため、「あと1つで特典がもらえる」という意識が生まれやすく、
来店の動機づけにもつながります。 
 

データ活用の違い 
 
紙のスタンプカードでは、スタンプの押印回数や来店頻度を把握するには手作業での集計が必要です。一方、
アプリなら来店日時・頻度・スタンプ進捗・特典利用状況などが自動的にデータとして蓄積されます。このデータ
をもとに「来店が減っているお客様にクーポンを送る」「常連客に限定特典を提供する」といった的確な販促が可
能になります。 
 
▶ 関連記事：スタンプカード機能搭載アプリで顧客満足度向上！メリットや活用方法などを徹底解説 
 

スタンプカードアプリを導入する5つのメリット 
 

https://tenpoapp.com/tips/tips-710/
https://tenpoapp.com/tips/tips-918/


スタンプカードのアプリ化は、単なる「紙の代替」にとどまりません。デジタルならではの機能を活用することで、
集客力を大きく高められます。 
 

印刷費・管理コストを削減できる 
 
カードの印刷・追加発注・在庫管理にかかるコストがゼロになります。特に複数店舗を展開している場合、店舗
ごとのカード在庫管理が不要になり、運営の手間とコストを同時に削減できます。 
 

プッシュ通知で再来店を促せる 
 
アプリならではの最大のメリットが、プッシュ通知による来店促進です。「スタンプ2倍デー」「あと1つで特典達成」
などの通知をお客様のスマートフォンに直接届けられるため、メールマガジンより高い開封率で再来店のきっか
けを作れます。 
 
通知のタイミングを工夫すれば、来店が減りがちな平日や雨の日にもお客様の来店を後押しでき、売上の安定
化にも貢献します。 
 

顧客データを蓄積・分析できる 
 
来店日時・スタンプ数・特典利用状況などのデータが自動的に蓄積されます。「週に何回来店しているか」「スタ
ンプをどのくらいのペースで貯めているか」を把握でき、お客様一人ひとりに合わせた販促施策を設計できま
す。 
 

クーポンやポイントと組み合わせられる 
 
アプリ上でスタンプカードとクーポン配信、ポイント機能を統合できます。「スタンプ5個で10%OFFクーポン」「ス
タンプ完了で次回ポイント2倍」など、複数の施策を組み合わせた柔軟な特典設計が可能です。紙のスタンプ
カードでは実現が難しかった連動施策を、一つのアプリで完結できます。 
 

お客様の利便性が向上する 
 
財布の中でかさばる紙のカードを何枚も持ち歩く必要がなくなります。スマートフォン一つでスタンプの確認・特
典の利用ができるため、お客様の満足度が向上し、カードの利用率も自然と高まります。 
 
▶ 関連記事：コスト削減＆リピート率向上！アプリスタンプカードの活用術 
 

＼ スタンプカードをアプリで始めませんか？ ／ 
スタンプ・クーポン・ポイント・プッシュ通知まで、 

店舗アプリひとつでリピーター施策をまとめて運用できます。 
【無料】店舗アプリDX版の資料をダウンロードする 

 

スタンプカードアプリのデメリットと対策 
 
メリットの多いスタンプカードアプリですが、導入前に把握しておくべきデメリットもあります。事前に対策を講じて
おけばスムーズに運用できます。 
 

アプリのダウンロードが必要 
 

https://tenpoapp.com/tenpolab/archives/3987
https://tenpoapp.com/download/


お客様にアプリをダウンロードしてもらう必要があるため、紙のカードに比べて初回の導入ハードルが高くなりま
す。対策としては、初回ダウンロード特典（スタンプ2個プレゼントなど）を用意して登録のきっかけを作ることが
効果的です。 
 
LINEのショップカード機能を併用すれば、アプリのダウンロードなしでもデジタルスタンプを利用でき、ハードル
をさらに下げられます。 
 

月額利用料が発生するケースがある 
 
アプリのサービスによっては月額数千円〜数万円の利用料が発生します。無料プランがあるサービスでも、プッ
シュ通知や顧客分析などの機能は有料プランに限定されていることが多いです。導入前に必要な機能と予算を
照らし合わせて選定しましょう。 
 

スマートフォンに不慣れなお客様への配慮 
 
高齢者やデジタル機器に不慣れなお客様にとって、アプリの操作はハードルになることがあります。スタッフが
その場で登録をサポートする体制を整えたり、操作手順をイラスト付きで案内したりする配慮が重要です。移行
期間中は紙のカードと併用する方法も有効です。 
 

運用体制の整備が必要 
 
アプリの導入後は、プッシュ通知の配信内容を考えたり、特典内容を更新したりする運用業務が発生します。
「導入して終わり」ではなく、定期的にコンテンツを更新する体制を整えておくことが、アプリの効果を持続させる
ポイントです。 
 
▶ 関連記事：アプリのスタンプカード機能を使いこなす｜紙のスタンプカードではできない施策とは 
 

スタンプカードアプリの主な機能 
 
スタンプカードアプリには、紙のカードにはない多彩な機能が搭載されています。ここでは店舗経営に役立つ代
表的な機能を紹介します。 
 

QRコード読み取りによるスタンプ付与 
 
レジに設置したQRコードをお客様のスマートフォンで読み取るだけで、スタンプが自動的に付与されます。ス
タッフの操作が最小限で済むため、レジの混雑時でもスムーズに対応でき、付与ミスも防げます。 
 

プッシュ通知・メッセージ配信 
 
お客様のスマートフォンに直接メッセージを届けるプッシュ通知は、アプリ最大の集客機能です。「スタンプ2倍
キャンペーン」「特典の有効期限が近づいています」といった通知をタイミングよく配信することで、再来店を効果
的に促せます。 
 

クーポン配信機能 
 
スタンプの達成状況に連動したクーポンを自動配信できます。「スタンプ3個達成で10%OFFクーポン」「スタンプ
カード完了で次回ドリンク1杯無料」など、段階的な特典で来店モチベーションを維持できます。 
 

来店データの分析・レポート 

https://tenpoapp.com/tenpolab/archives/1958


 
来店日時、来店頻度、スタンプの進捗状況、特典の利用率などのデータをダッシュボードで確認できます。デー
タに基づいた販促判断ができるため、「なんとなく」の施策から脱却し、効果の出る取り組みに集中できます。 
 

デザインのカスタマイズ 
 
アプリ上のスタンプカードのデザインを、自店のブランドカラーやロゴに合わせてカスタマイズできるサービスも
あります。お客様にとって「自分のお気に入りの店のカード」という愛着を持ってもらいやすくなり、アプリの継続
利用率が高まります。 
 
▶ 関連記事：店舗アプリがリピーターを増やす理由！効果的なクーポンの使い方 
 

紙のスタンプカードからアプリに移行するコツ 
 
紙のスタンプカードからアプリへの移行は、一度に切り替えるのではなく段階的に進めるのがポイントです。お
客様とスタッフの双方が無理なく移行できるよう、3つのステップで進めましょう。 
 

ステップ1：併用期間を設ける 
 
まずは紙のスタンプカードとアプリを並行して運用する期間を設けます。「今なら紙のスタンプをアプリに引き継
げます」「アプリに登録するとスタンプ2個プレゼント」など、アプリに移行するメリットを明確に伝える声かけが重
要です。 
 

ステップ2：スタッフへの研修と声かけの徹底 
 
アプリの登録方法やスタンプの付与手順をスタッフ全員に共有し、接客の中で自然にアプリを案内できるように
します。「お会計時にアプリのご案内をする」というオペレーションをルール化しておくと、登録率が大きく上がり
ます。 
 

ステップ3：紙カードの終了時期を告知する 
 
併用期間の終了日をあらかじめ告知し、紙のカードを段階的に廃止します。終了前に「紙のスタンプをアプリに
移行できるキャンペーン」を実施すれば、最後まで紙を使っていたお客様のスムーズな移行を促せます。 
 
参考：令和6年通信利用動向調査の結果｜総務省 
 
▶ 関連記事：飲食店の集客クーポン活用術｜再来店を促すアイデアと成功事例 
 

スタンプカードアプリの選び方 
 
スタンプカードアプリのサービスは数多くありますが、「安いから」「無料だから」という理由だけで選ぶと、必要な
機能が不足して効果が出ないケースもあります。自店に合ったサービスを見極めるための4つのポイントを紹介
します。 
 

初期費用と月額料金を確認する 
 
無料プランから月額数万円のプランまで価格帯は幅広く、機能と費用のバランスが重要です。まずは無料プラン
や低価格プランで試し、効果を確認してからアップグレードするのが堅実な方法です。 
 

https://tenpoapp.com/tips/tips-852/
https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01tsushin02_02000178.html
https://tenpoapp.com/tips/tips-588/


必要な機能が揃っているか確認する 
 
スタンプ付与の方法（QRコード・位置情報・手動入力）、プッシュ通知の配信回数、クーポン連携、データ分析の
深さなど、サービスによって搭載機能は異なります。自店の運用に必要な機能をリスト化してから比較すると、
選定がスムーズです。 
 

自店の客層との相性を考える 
 
若年層が多い店舗なら独自アプリでもダウンロードされやすいですが、幅広い年齢層が来店する店舗では
LINE連携型のほうが導入ハードルが低くなります。お客様のスマートフォン利用状況を把握したうえで選ぶこと
が大切です。 
 

サポート体制を確認する 
 
導入初期はスタッフの操作研修やトラブル対応が必要になります。電話やチャットでのサポートが充実している
か、マニュアルやFAQが整備されているかを事前に確認しておきましょう。 
 
▶ 関連記事：小売業がアプリを導入すべき理由｜売上・リピーターを増やす効果とメリットを徹底解説 
 

＼ スタンプカードをアプリで始めませんか？ ／ 
スタンプ・クーポン・ポイント・プッシュ通知まで、 

店舗アプリひとつでリピーター施策をまとめて運用できます。 
【無料】店舗アプリDX版の資料をダウンロードする 

 

スタンプカードアプリで集客効果を高めるコツ 
 
スタンプカードアプリを導入しただけでは、集客効果は十分に発揮されません。特典の設計や運用方法を工夫
することで、リピーターの獲得と売上向上につなげましょう。 
 

ゴールまでのスタンプ数を適切に設定する 
 
スタンプが貯まるまでの回数が多すぎると、お客様が途中で諦めてしまいます。来店頻度が週1回の店舗なら5
〜10個（1〜2か月で達成）が目安です。短期間で達成できる小さなゴールと、少し頑張れば届く大きなゴールの
2段階にすると、モチベーションを維持しやすくなります。 
 

中間特典を設けて離脱を防ぐ 
 
最終ゴールだけでなく、途中にも小さな特典を設けることで「続けよう」という気持ちが生まれます。たとえば「スタ
ンプ5個でドリンク1杯サービス、10個で1,000円OFFクーポン」のように、段階的に特典の価値を上げていく設
計が効果的です。 
 

スタンプ倍増キャンペーンで来店を促す 
 
来店が減りがちな平日や閑散期に「スタンプ2倍デー」を実施すれば、来店数の底上げにつながります。プッシュ
通知でキャンペーンを告知できるため、お客様の行動を直接喚起できるのがアプリの強みです。 
 

特典の内容はお客様の声を反映する 

https://tenpoapp.com/tips/tips-1201/
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お客様が本当に欲しいと思う特典でなければ、スタンプを貯めるモチベーションにはなりません。「どんな特典が
あれば嬉しいですか」とアンケートを取ったり、利用データから人気の特典を分析したりして、お客様の声を反映
した特典設計を心がけましょう。 
 
▶ 関連記事：リピーターを増やす！美容室のアプリに入れるべきおすすめ機能とは？ 
 

まとめ 
 
スタンプカードアプリとは、紙のスタンプカードをスマートフォン上でデジタル化したツールです。印刷コストの削
減、持参率の課題解消、プッシュ通知によるリピート促進、顧客データの蓄積・分析など、紙のカードにはないメ
リットが多数あります。 
 
紙からの移行は併用期間を設けて段階的に進めることがポイントです。アプリの選定では、費用・機能・客層と
の相性を軸に比較し、自店に合ったサービスを選びましょう。 
 
導入後は、スタンプ数の設定や中間特典の設計を工夫し、クーポンやプッシュ通知と組み合わせた運用で集客
効果を最大化できます。まずは自店のスタンプカードをデジタル化するところから、リピーター獲得の仕組みを整
えていきましょう。 
 
▶ 関連記事：チェーン店だからできるクーポン集客｜専用アプリの活用で効果を最大化 
 

＼ スタンプカードをアプリで始めませんか？ ／ 
スタンプ・クーポン・ポイント・プッシュ通知まで、 

店舗アプリひとつでリピーター施策をまとめて運用できます。 
【無料】店舗アプリDX版の資料をダウンロードする 
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